
八丈町地域おこし協力隊設置要綱

（趣 旨）

第１条 この要綱は、八丈町地域おこし協力隊（地域おこし協力隊推進要綱（平成 21年 3月 31日付

総行応第 38号総務事務次官通知。以下「推進要綱」という。）で定める地域おこし協力隊をいう。

以下「協力隊」という。）を設置することに関し、必要な事項を定めるものとする。

（身分等）

第２条 協力隊の隊員（以下「隊員」という。）の身分は、地方公務員法（昭和 25年法律第 261号）

第３条第３項第３号に規定する非常勤の嘱託員とする。

（隊員の要件）

第３条 隊員の要件は、次に掲げるとおりとする。

(1) 次条第１項の規定による委嘱を受ける前において、三大都市圏をはじめとする都市地域等（過
疎、山村、離島、半島等の対象地域又は指定地域を除く。）の区域に住所を有し、かつ、当該住所

に生活の本拠を置いていること。 

(2) 次条第１項の規定による委嘱を受けた後において、直ちに本町に住所を移し、かつ、当該住所に
生活の本拠を置くことができること。 

(3) 心身ともに健康な状態で、かつ、誠実に職務ができること。 

（任 用）

第４条 隊員は、資格を有する者の中から公募により選任し、町長が委嘱する。

２ 隊員の任用期間は、１年以内とする。

３ 前項の規定にかかわらず、町長は、３年を上限に任用期間を更新することができる。

（職 務）

第５条 隊員の職務は、次の各号に掲げるものとする。

(1) 地域ブランドや地場産品の開発、広報宣伝及び販売促進活動 

(2) 地域行事、地域の伝統芸能等への支援活動 

(3) 都市地域住民との交流活動 

(4) 移住者の受入れに係る支援活動 

(5) 地域の情報発信活動 

(6) 農林水産業、観光商工業への従事活動 



(7) 地域の美化その他の環境保全活動 

(8) 前各号に掲げる活動のほか、地域おこし協力活動として町長が適当と認める活動 

（報酬等） 

第６条 隊員の職務に対する報酬の額は、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する

条例（昭和 34年八丈町条例第 1号。以下「報酬等条例」という。）別表 1の規定に基づき、月額

166,000円とする。 

２ 町長の命令により隊員が旅行した場合の旅費は、報酬等条例別表 2の規定に基づくものとする。 

（勤務時間） 

第７条 隊員の１週間当たりの勤務時間は、29時間とする。 

２ 隊員の勤務時間の割振りは、別に定める。 

（貸与品） 

第８条 町長は、職務の遂行上必要な車両及びその他の備品を隊員へ貸与するものとする。 

２ 隊員が退職したときは、前項に規定する貸与品を返納しなければならない。 

（その他） 

第９条 隊員の所属は、企画財政課企画情報係とする。 

（委 任） 

第 10条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、別に定める。 

附 則 

この要綱は、平成 29年 2月 1日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 



八丈町地域おこし協力隊設置要綱実施細目 

（目 的） 

第１条 この細目は、八丈町地域おこし協力隊設置要綱（平成 29年 1月 20日課長連絡会議決定）

第 10条の規定に基づき、地域おこし協力隊員（以下「隊員」という。）の勤務時間等その他服

務に関して、必要な事項を定めることを目的とする。 

（勤務時間、年次有給休暇） 

第２条 隊員は、1週間（日曜日から土曜日までの 7日間をいう。）につき 29時間勤務しなけれ

ばならない。 

２ 隊員には、1日につき 7時間 45分を超えない範囲内で勤務時間を割り振るものとする。ただし、

臨時又は緊急の必要がある場合には、正規の勤務時間以外の時間において、勤務させることができ

る。この場合においては、1週間に勤務しなければならない時間から当該勤務時間を減じるものとす

る。 

３ 隊員が勤務時間の全部又は一部について、研修等により通常の勤務場所以外で勤務した場合に

おいて、勤務時間を算定し難いときは、正規の勤務時間勤務したものとみなす。 

４ 隊員は、1年間につき 10日の年次有給休暇を取得することができる。ただし、１日は 7時間

45分とし、1時間単位で取得することができる。 

（遵守事項） 

第３条 隊員は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 居住地及び活動地域における住民その他関係者との信頼関係の保持に努めること。 

(2) 任期中は、常に所在を明らかにしておくこと。 

(3) 活動日以外であっても町の行事、地域の風習等の情報収集に努めること。 

(4) 健康で健全な生活を送るとともに、事故等の防止に努めること。 

(5) 身体の不調又は活動に影響を与える事態が発生した場合は、直ちに所属長へ申し出ること。 

(身分証明証) 

第４条 隊員は、勤務時間において常に身分証明証（別記様式第 1号）を携帯し、関係者から請求
があった場合は、これを提示するものとする。 

２ 身分証明証を他人に貸与、もしくは譲渡してはならない。 

３ 身分証明証を紛失し又は損傷したときには、直ちに町長に届けなければならない。 



４ 身分証明証は、隊員を退いたときには、直ちに町長に返還しなければならない。 

（報酬等） 

第５条 隊員の報酬は、月額 166,000円とする。 

２ 報酬は、当月分を毎月 15日（土曜日、日曜日及び祝日にあたる場合は、町職員に準じる。）

に口座振替で支払うものとする。 

３ 隊員には、町が予算の範囲内において、住居、活動用車両及び活動用備品を貸与するものとす

る。 

４ 隊員の研修及び活動に要する消耗品その他の経費は、町が予算の範囲内で支給するものとす

る。 

（日誌及び報告書） 

第６条 隊員は、活動の状況を活動日誌（別記様式第 2号）に記録しなければならない。 

２ 隊員は、前項の活動日誌を添付のうえ、毎月５日までに前月分の活動内容を活動報告書（別記

様式第 3号）により町長に報告しなければならない。 

（守秘義務） 

第７条 隊員は活動で知り得た秘密を漏らしてはならない。その職を退いた後もまた同様とする。 

（その他） 

第８条 この実施細目に定めるもののほか必要な事項は、隊員と協議して定めることができるもの

とする。 

附 則 

この実施細目は、平成 29年 2月 1日から施行する。 

別記様式第１号（第４条関係） 

 （表面） 

 

 

 

 

（名刺サイズ） 

身分証明書 

 

 

 

                氏名            

上記の者は、八丈町地域おこし協力隊員であることを証明する。 

 

有効期間    年 月 日から   年 月 日 日まで 

 

八丈町長          公印 

 

顔写真 



 （裏面） 

 

 

 

 

 

別記様式第２号（第６条関係） 

活  動  日  誌 

                   八丈町地域おこし協力隊 氏名          
 
活  動  日      年  月  日 （  ） 
活 動 時 間  午前・午後  時  分～午前・午後  時  分  
活 動 場 所  
協  力  者  
使用資機材  
活 動 内 容  
特 記 事 項  

 
 
 

（Ａ４版） 

別記様式第３号（第６条関係） 

    年  月  日

活動報告書（   年  月分） 

 八丈町長 殿 
                   八丈町地域おこし協力隊 氏名        ㊞ 
 
活 動 内 容  別添 活動日誌のとおり 
翌月の活動予定  

 
意見・要望 等  

 
 

 
 

（Ａ４版） 

注意事項 

１ この証明証は、職務を履行するときには常に携帯し、関係者から請

求があった場合は、これを提示しなければならない。 

２ この証明証を他人に貸与、もしくは譲渡してはならない。 

３ この証明証を紛失し、又は損傷したときには、直ちに町長に届けな

ければならない。 

４ この証明書は、隊員を退いたときには、直ちに町長に返還しなけれ

ばならない。 



八丈町地域おこし協力隊員募集要領（案） 

雇用関係の有無 あり

職 務 内 容 【廃校活用事業支援活動･･･1名】
（1）熱中小学校運営事務局事務及び一般業務支援 
（2）サテライトオフィス誘致支援 
（3）交流施設運営事務支援 

【八丈島観光協会事務支援活動･･･1名】 
（1）観光協会事務局事務及び一般業務支援 
（2）島内外イベントへの参加及び運営補助 
（3）観光情報の収集

【黄八丈織物協同組合事務支援活動･･･1名】 
（1）黄八丈織物協同組合事務及び一般業務支援 
（2）黄八丈の織り子（織り職人）

［共通事項］ 

（1）ブログやＳＮＳ等による情報発信 
（2）地域資源を活用した地域おこしの企画・実施 
（3）その他要綱第５条各号に掲げる職務 

募 集 対 象 ①３大都市圏または政令指定都市に住まいの方で（ただし条件不利地域に指定され

ていないこと。）、採用後は八丈町に生活の拠点を移し、住民票を異動できる方

②年齢が概ね 20歳から 40歳までの方で、心身ともに健康で誠実に職務を行うこと
ができ、地域住民と協力しながら地域を活性化するため意欲的に活動ができる方

③活動期間終了後も八丈町に定住し、起業・就業しようとする意欲がある方

④普通自動車免許を有する方

⑤ブログ・ＳＮＳ等により活動状況等を情報発信できる方

＜求める人物タイプ＞

・町おこしや地域活性化事業に強い関心と意欲のある方

・地域の人々とのコミュニケーションを大切にし、職務を遂行できる方

・既成概念にとらわれない自由な発想により事業を企画・実施できる方

・地域資源を掘り起こし活用するために、自主的、積極的に行動できる方

・将来、八丈町での起業・就業し、定住を目標にしている方

募 集 人 数 3名 ※上記「職務内容」のとおり 
勤 務 時 間 ①勤務日は、1週間につき 29時間とします。

②勤務時間は、配属先及び勤務内容により変動することがあります。

雇用形態・期間 ①地方公務員法第 3条第 3項第 3号による非常勤の嘱託員として委嘱します。
②期間は平成 29年 4月 1日から 1年間。協議の上最長３年間まで延長可能です。

給与・賃金等 月額 166,000円（賞与なし） 
待遇・福利厚生 ①住居に関しては八丈町で用意する借家等を貸与します。

②活動用車両は町有車を貸与します。なお、日常生活に使用する車両等は自身で用

意してください。

③社会保険には加入していないので、国民健康保険、国民年金に加入してくださ

い。なお、公務災害補償は適用されます。

④活動経費は予算の範囲内で支給します。なお、パソコンは貸与します。

⑤勤務時間外で職務に支障のない範囲であれば、兼業することができます。




